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着衣という共通の素材を通して、さまざまな社会におけるジェンダーのあり方を考察。
グローバルな視点から、衣服と身体の表象について解き明かす論文集。取り上げる素材は、「民
族衣装」「魔女」「リカちゃん人形」「マイケル・ジャクゾン」等、多岐にわたる一書。

第二部 民族/韓 とファッション

民族衣装における異装と共装        武田佐知子 (大阪大学靱働
日本中世の着衣一能楽の女装束を中心に一 脇田晴子 (石川県立歴史博物館館長)

が
為 翻 鞠 朧 縣 野 常勤講師・国際日糊 開 センター共同研究員)

「超民族衣装」カンガの今とこれから―スワヒツ
坤課畢義策霜魔違轟第動慢)

啓豪専制期のマドリード社会と女性の衣服        中本香 (同上)
差異の標本としての「伝統衣裳」       井本恭子(大阪大難 親陵)
1920～30年代のソビエ ト・ファッション   藤原克美 (大阪大学准教授)
Sex and the Cityと ポストモダン消費文化
―サラ・ジェシカ・パーカー/キャリー・プラッドショーをめぐるフアツシ

箭穀 協癸軍筑鞘岸紺錦師
第■部 具競・共装

衣装と近世女性医師              太田妙子 (大阪大学教授)

組掛―天皇・家元・武家をつなぐ紐    津田大輔 (潮 II高等学校執翻
唐代における宮女の男装について       矢田尚子 (東北大学助教)
款 嚇 蛇 と蟻 の着衣とクレオリレの若

飾 大学准教授)

鯉 野ず弓毛康笠』尉建寄看鍵姜裁判における着衣―   牟田和男

内容目次

第Ⅲ部 着衣する身体
禁じられた着衣却 家そしてタイ人の着衣と身体に対する考え―

宮本マラシー(大阪大学槻瞬)

ムスリム女性のパルダ擁護論
―ボーパーガ細掴 kTL甍

騒丸作労しヽを
~ン・｀ ガム

盈f蘇齢 箸
イランのヒジャーブと女性―政治・法律・個メ、一     藤元優子 (同上)
近世イタリア絵画におけるエロティックな足先
ランフランコ作借楽の寓意》あるいは「

鵬 學桑拿浅雇月研究員)

在満亡命ロシア女性の若衣の表祭 コロニアル・モ
亀覇亀撃舅環鳥筋醒螂破)
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思文閣出版

冊

お 名 前

注 文 票

甲子園のパンチラー女子応援団から見る高校野球の歴史―
池川玲子供践好 大緋 常勤詢り

数

戦後女性の着衣`割烹着と白いエプロ
営稲建設 く鋸 9ガ瑠廟第蓼孫み究員)

第Ⅳ部 表現する身体
理想化される女性の身体像―自己夕像化から考察J豊暴後項鈍談靱 〒
リカちゃん人形の身体表象への時 替える身輛隅爾詰髪策迅柔岳甚軌初
き鞠 傷翻 ィディ・ニニ・トウ県晩

ど力状は鞘畑
「クロス・ジェンダー」の試み―

魂の表出の場か ?外界の映し鏡か?自然の一部か ?
― イケル・ジャクノンに見る941の多義性に関する

嘲 麹 辞 (大阪大学准教授)

彎 ¥習魏 ヨゼじ全身歩≧居想
卿
穐 問熔 け葉大学非常勤嗣

異性装と身体意翻卜女装と女体化の 問と 二橋順子印留文科大学非常勤講師)
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染色業者カトリーと、カトリーの生産する布について民族誌的記述を
行うことで、布の生産で構築される社会関係と、布の使用で構築され
る社会関係について明らかにする。絞り染め布のもつ物質性への注目
を喚起することによつて、布を視点として社会を分析するという文化
人類学的研究の新たな可能性を拓くことを目指した意欲作。
レA5判・330頁/定価 6,510円        ISBN978-牛 7842-1341-2

※花洛のモード きものの時代
京都国立博物館編
装いの美・華と粋の世界一桃山から江戸時代を通じて服飾の中心とな
つた「きもの」に焦点をあて、小袖・打掛・胴服・羽織・具足下着・
振袖・帷子などから第 。管 。髪形、さらには肖像画・洛中洛外図・屏
風などに描かれたモードも含めて全225点 (オールカラー)を収録。「今
様御ひいなかた」(翻刻)と「御用雛形帳」の調査一覧表も併載。
レA4判・550頁/定価 26,250円          ISBN牛 7842-1072-5

日本文学の「女性性J
増田裕美子・佐伯順子編      三松学舎大学学術叢書
日本文学の根底にある「女性性」を、「純文学」からライトノベルまで多
様な角度からアプローチした9論文を収蝿 【内容】三島由紀夫『朱雀
家の減亡』ジェンダーの観点から一戦前日本における家庭の抑圧の光
景―/「母の涙」の二重性―敗戦後文学としての『二十四の瞳』―/少
年同士の絆―あさのあつこ「バッテリー」をめぐる欲望と暴力 他
>A5判・232頁/定価2,415円        ISBN978-4-7842-1549-2

逆欠如の日本生活文化
園田英弘編著       日本にあるものは世界にあるか
西洋にあるものが日本にはない「欠如」という観点からではなく、出
発点を日本においた「日本にあるものは世界にあるか」という新たな
方法論に基づく文化比較14篇。「制度」も内包する広い意味での生活
文化のうち、日本に固有と思われている現象について国際比較するこ
とにより、鮮やかに見えてくる特性。
レA5判・404頁 /定価 3,990円          ISBN牛 7842-1248-5

北太平洋の先住民交易と工芸
大塚禾0義編
アイヌをはじめとする北太平洋地域先住民の交易ルー トの実態を明か
し、あわせて文化遺産としての工芸芸術を紹介する。歴史学・考古学
・化学分析などの学際的な最新の成果を盛り込んだ多彩な執筆者によ
る全34編。先住民の暮らしと産業をビジュアルに理解できるカラー図
版150点 を収録。
レA4判・ 150頁 /定価 2,040円          ISBN牛 7842-1087-3

※美女の図像学
川本皓嗣編
人体や容貌の美は、さまざまな文化の中で、それぞれの芸術的表現を
与えられてきた。本書では、日韓中米の新進気鋭の五人が、女性描写
の伝統と美の思想を論じる。【内容】光の女 (佐イ自I贋子)/ヒ ロインの
図像学 (声相仁)/影の女 (アダム・カバット)/ム スメたちの系譜 (満谷
マーガレット)/朦朧の美学 (張競)
レ46判・300頁/定価 3,465円          ISBN牛 7842-0820-8

京都の女性史
京都橘女子大学女性歴史文イヒ研究所編
平安時代から近代まで、京都に生きた女性に視点を据えた論文8本を
収める。京都橘女子大学(現・京都橘大学)女性歴史文化研究所に所蔵
されている『遊客名簿』の分析を通してこれまであまり取り上げられ
てこなかった近代京都の遊郭について明らかにした論文など、最新の
研究成果が盛りこまれている
>A5判・242頁/定価2,520円          ISBN4-7842-1123-3

焼畑の環境学 ぃま焼畑とは
佐藤洋一郎監修/原田信男・鞍田票編
焼畑は本当に環境破壊の要因なのか―。歴史・地理・民俗・農学それぞ
れの観点から、アジア・アフリカ各地で伝統的に行われてきた焼畑の
実態を報告。先人の経験知の宝庫ともいうべき焼畑を検証することに
よつて、農業へ新しい知見を提示し、農業と環境、ひいては人と自然
の関係を問い直す。
レA5判・608買/定価 9,450円        ISBN978-4-7842-1588-1

※知の伝達メディアの歴史研
恐礫の再構築 臨益覇席万華舗辻本雅史編

「学校困難」の21世紀、教育はどこに向かうの力、本書では、「教育」
を「知の伝達」ととらえ直し、その伝達のための媒体を「メディア」
と規定することで、これまでのような、学校を中心とした教育史像で
はなく、学校を含みながらも、学校を越えたところでなされる人間形
成の営みを、全体としてとらえなおす視点を提示する。
レA5判・300頁/定価 5,985円        ISBN978-4-7842-1500-3

幸田露伴の世界
井波律子・井上草一編
作品が難解であるなどの理由で、従来全面的な研究がなされてきたと
は言いがたい幸田露伴とその膨大な作品群。そこでさまざまな分野の
研究者が集まり、小説や評論など文学面はもちろんのこと、都市・遊
技 。人生論などの著作を通じて多様な角度から露伴にアプローチす
る。国際日本文化研究センター共同研究の成果13篇。
レA5判・318頁/定価 5,250円        ISBN978-4-7842-1444-0

日本産業技術史事典
日本産業技術史学会編
明治維新以降、近代化の歩みを支えた産業技術史を俯疎する読む事典。
【項目】機械/素材/産銅業/石炭産業/動力と動カシステム/鉄道
と船/航空機と自動車/情報 。通信/生産技術/農業・林業・漁業/
食品加工業/繊維と衣服/耐久性消費財/建築とデザイン/環境技術
/学協会と技術者集団/技術者教育/研究開発機関 他
レB5判・550頁 /定価 12,600円       ISBN978-4-7842-1345-0

視 覚 の 一 九 世 紀 人 間 ・ 技 術 ・ 文 明

横山俊夫編
視覚という世界の広がりと視覚メディアを中心とした19世紀の文明史
的研究。【内容】

″
文明人
″
の視覚/平地劇から舞台劇へ/蔵書家の視

界/ナポレオンのコルベール/明治写真考/オーストラリアの博覧会
におけるジャパン/巨船グレー ト・イースタンの視像/真山青果の歴
史観を求めて/チ ョンキナ/富士の近代/病いの世紀 他
レA5判・464頁 /定価 6,090円          ISBN4-7842-0700-7

は 5

和歌・文芸の領域はもちろん、日本人の生活全般にわたつて深い関わ
りをもつ百人一首を、歌の解釈はもとより、歴史、選び方、カルタ、
翻訳など、さまざまな角度から紹介し、その文明的広がりをさぐる。
それぞれのテーマにそつた版本、各種カルタ、翻訳本など、カラーロ
絵 (16頁 )収蝿
>B5判・178頁 /定価 2,520円          ISBN牛 7842-1223-X

※鉄道日本文化史者
宇田正箸
日本の近代化のなかで陸蒸気=鉄道がもたらしたものは、はかり知れ
ない。本書では「文化の鏡」としての鉄道をとりあげ、知識人の体験
や一般人の認識から民俗・観光 (巡礼)・ 教育との関わりを通して、
鉄道が日本人の内面的形成に果たした文化的役割を明らかにする。
レA5判・352頁/定価 5,775円        ISBN978-4-7842-1336-8

※万国博覧会の研究
吉田光邦編
19世紀、体制を整備しつつあった国家 ,近代的な企業・国民という意
識に支えられた大衆社会を基盤にスター トした新しい情報メディアの
場、博覧会の諸相を明かす学際的研究。【内容】博覧会時代の背景/
万国博覧会と日本の「美術工芸」/菊 と万国博/パ ツ博覧会日本館・193
7/博覧会と大量生産技術の移転/博覧会と特許 他
レA5判 '374頁/定価 6,825円          ISBN牛 7842-041牛 8

-八世紀日本の文化状況と国際環境
笠谷和比古編
さまざまな局面において独自性にみちた文化的発展をみせ、近代化に
多大な影響を与えた、日本の18世紀の文化的状況はいかに形成され、
それらは東アジア世界、また西洋世界までふくめたグローパルな環境
下で、いかに影響を受けつつ独自の展開を示したか。多角的にアプロ
ーチした国際日本文化研究センターでの共同研究の成果23篇。
レA5判・582買/定価 8,925円        ISBN978-4-7842-1580-5

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌
電話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい ※印の書

I鴨東通信 (‖ を年 4回無料でお送 りしています 〕
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